
情熱と個々への配慮

１ 患者さんの病前の社会背景と病状を理解し、
個々を尊重する治療に努める。

２ 医療の情報開示を行い、患者さんとの信頼
関係を大切にした医療を行う。

３ 地域医療連携を密にし、精神科・心療内科
の基幹病院としての役割を担う。

４ 臨床研究を行いながら、優れた医療人の育
成に努める。

五稜会病院の理念

患者さんの権利綱領

五稜会病院の職員は、患者さんの次の権利を順守
して日々の医療を行います。

１ 安全で適正な医療を公平・平等に受ける権利
２ 個人の生き方、信条、尊厳などが尊重される権利
３ 病状、検査結果、治療方法・結果などについて、

納得のいく説明を受ける権利
４ 十分な説明や情報提供のもとで、どのような医療

を受けるかを選択する権利
５ 如何なる不利益を受けることなく、検査・治療な

どを拒否する権利
６ 希望によりセカンドオピニオン（他の医師の意見

を聴くこと）を受ける権利
７ 如何なる場合も、個人情報やプライバシーが守ら

れる権利

札幌市北区篠路

学会・研究発表

五稜会病院では、最新の医療を提供出来るように、
日々研鑽しております。例年、札幌市病院学会、北海
道病院学会、日本精神科医学会学術大会などの地方会、
全国学会、研究会へ積極的に参加しています。

御 案 内

最近では、オンラインでの学会が増え、オンライン配

信など、今までにないやり方になっています。

学会・研究会

★第118回日本精神神経学会（福岡）令和4年6月16日

「コロナ禍における五稜会病院ストレスケア思春期

病棟への影響」 中島公博

★第21回北海道病院学会（Web発表）令和4年7月16日

「単科精神科病院における精神看護専門看護師に対

する管理職の役割期待に関する調査」 鈴木大輔

「児童思春期の神経性やせ症に対する家族療法によ

って回復した症例」 藤井美緒

「足腰強化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ導入に伴う運動機能の変化」

高橋佳那

★第11回日本精神科医学会（浜松）令和4年10月27日

「行動制限最小化に関する最近の動向」 中島公博

「精神保健福祉法改正の行方～これからの精神科医療とは～」

中島公博

「ﾘｶﾊﾞﾘｰ志向のｸﾘﾆｶﾙﾊﾟｽを通した退院支援の取り組み」

小川園美

「ｽﾄﾚｽｹｱ病棟での作業療法は患者の気分にどのような

影響を及ぼすか」 矢崎秀幸

「単科精神科病院における再来受付機の導入と課題」

阿閉拳剛

論文・エッセイのご紹介

●令和3年度障害者総合福祉推進事業「行動制限最小

化委員会の実態に関する研究」の紹介と五稜会病

院における人権配慮に関しての取り組み

中島公博 日精協誌 2022

●五稜会病院における離職防止対策の取り組み

田中倉一 日精協誌 2022

●地域で安心して暮らせる精神保健医療福祉体制の実

現に向けてー精神科病院の立場からー

中島公博 日精協誌 2022

令和4年8月、新型コロナの第7波の勢いが止まり
ません。連日、北海道では5000-8000人の陽性者が出
ています。当院の職員も数名が陽性者となり、また
濃厚接触者となって出勤停止となりました。スタッ
フが減ると、医療サービスの低下や在職者の負担も
増えてきます。早期にコロナの猛威が減ることを切
に祈りたいものです。
政府は、コロナ対策として、保健所や医療機関の

逼迫を解消し、社会経済活動と医療体制維持の両立
を目指すため、感染者の全数把握を見直し、入院患
者らに絞った調査に移行する検討を始めるそうで
す。現在、流行の主流になっているオミクロン株
は、重症化しにくいと言われています。しかし、法
律上は危険度の高い感染症に位置付けられており、
その影響で医療現場にしわ寄せが及んでいることも
指摘されています。政府は、新型コロナについて感
染症の分類の位置付けを見直す方針のようです。

医療法人社団五稜会病院理事長・院長：中島公博

令和4年8月お盆過ぎ、朝6時の五稜会病院正面遠景。
今年は、昨年と違って、暑い日が少なく過ごしやすかっ
た夏でした。これから秋本番、食欲、スポーツの秋です。

最近の精神科医療政策のご紹介

★令和4年秋、精神保健福祉法改正案国会審議★

令和4年6月9日、地域で安心して暮らせる精神保健医

療福祉体制の実現に向けた検討会の報告書が以下の内容

で厚生労働省から出されました。

この検討会は、精神保健医療福祉上のニーズを有する方

が地域で安心して暮らせる精神保健医療福祉体制を実現

するため、令和3年10月に設置され、以後、目次の各事項

について、13回にわたり議論がなされました。五稜会病院：

中島公博は、公益社団法人日本精神科病院協会の政策委

員会の担当理事であり、この検討会には間接的に関わって

きました。令和4年3月3日の第6回検討会では、日精協の

取組として令和3年度厚生労働科学研究補助金障害者総

合福祉推進事業「行動制限最小化委員会の実態に関する

調査」の概要を、委員長であった中島が説明しました。

また、中島は、障害者総合福祉推進事業で行った「精神

保健福祉法改正後の医療保護入院の実態に関する全国調

査」、「精神障害者の意思決定支援モデル事業」や「障害者

虐待防止」にも深く携わってきています。検討会で議論され

た項目のなかで、「第4精神科病院に入院する患者への訪

問相談について」、「第5医療保護入院」、「第7不適切な隔

離・身体的拘束をゼロとする取組」、「第9虐待の防止に係る

取組」の4つについて、五稜会病院での臨床を踏まえて精神

科病院の立場から論じた論文が日本精神科病院協会雑誌

の令和4年9月号に掲載されます。

令和4年秋の国会で、報告書を参考にした精神保健福祉

法の改正案の審議がようやくされようとしています。

当院は患者さん本位の医療を提供しようと

考えております。

お気づきの点はご相談下さい。

五稜会病院 概要
標榜科名：精神科・心療内科・内科・消化器科

病床数 193床
急性期病棟 48床
ｽﾄﾚｽｹｱ・思春期病棟 48床
療養病棟 A 49床
療養病棟 B 48床

従業員数 約 230名
医師数 常勤 9名 非常勤 6名
看護師 83名 准看護師 9名
薬剤師 2.5名
臨床検査技師 1名 非常勤 4名
臨床心理士 11名 （公認心理師 9名）
作業療法士 9名 ｽﾎﾟｰﾂｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 5名
精神保健福祉士 9名 管理栄養士 2名

五稜会病院沿革

開 設 昭和47年（1972年）

医療法人開設 平成２年（1990年）
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編集後記
新型コロナ第7波の猛威。日本の感染者は世界一だそ
うです。感染対策と社会経済活動との両立が大事。国も
頭を悩ませているのでしょう。医療現場が混乱しないよ
うな施策を望みます。もううんざりですね（K.N)

治験のご協力のお願い
現在、当院では「統合失調症」「小児統合失調症」
に対する薬剤の臨床治験を行っています。創薬（薬を
創りだす）は国家戦略の一部です。臨床治験を行わな
いと、良い薬を世の中に出すことは出来ません。参加
される方には負担軽減としての費用を差し上げています。

統合失調症とは

統合失調症は、現実とのつながりの喪失、幻覚（通常

は幻聴）、妄想（誤った強い思い込み）、異常な思考や

行動、感情表現の減少、意欲の低下、精神機能（認知機

能）の低下、日常生活（仕事、対人関係、身の回りの管

理など）の問題を特徴とする精神障害です。

IRB（ 治 験審 査委員会）

治験を実施する際に、倫理性に問題がないか、治験参加

者の「人権」と「安全性」に問題が無いかなど、治験の

倫理性、安全性、科学的妥当性を審査する組織です。

五稜会病院では、月に1回開催しています。






